
追伸：高校の先生方のお話、とても貴重なお話でしたね。進路選択の幅が広がったのではないでしょうか。「受験は情報戦！」と言われることも。

自分から、じゃんじゃん調べてみましょう！ 
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作文特集号 「運動会を終えて」～３組～ 
 今週は、運動会にまつわる作文特集号を発行しています。折り返し地点を過ぎ、今回は３組の作

文を紹介します。今回も、素晴らしい２作品を掲載しますので、是非お読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面にも、もう１作品を掲載してあります。来週の予定もありますので、そちらも併せてご覧ください。 

３年３組 学級目標 

日 進 月 歩 
～全員で、全力で～ 

「諦めない気持ち」 

 僕は今回の運動会を楽しめて良かったです。２週間前に運動会練習が始まりました。

最初にムカデの練習をした時、見ているのと違っていてとても難しかったです。 

 ムカデは声かけ、連動性がとても大事で、校庭１周するのがとても大変でした。練習

をやっていくごとにミスが減り、スピードが上がっていきました。運動会が近づくごと

に朝練などが入ってきて、より忙しくなってきました。それぞれ練習を全力で取り組み、

時にはケンカすることだってありました。そんな中、クラスのＴ君が盛り上げてくれた

ことにより、今までの練習を頑張ってこられたと思います。やる時はやり、集中する時

は集中することでクラスは一致団結できると思いました。 

 僕たち黄色組は、綱引きの練習では１位になることができました。１位になったとは

いえ、本番では何が起こるか分からないので、とても緊張していました。黄色組が本番

でも綱引きで優勝を取れた理由は、団結力と気合と根性があったからだと思っていま

す。今回の運動会は、それぞれが全力でやったから、これまでにない最高の運動会にな

りました。 

 僕は、勝負というのは、勝つか、負けるかではなく、勝つか、知るかだと思っていま

す。たとえ負けても、それのどこが悪かったのかを知ることで、今後の人生に役立つと

思っているからです。この言葉を大事にし、心に残るような運動会になったので良かっ

たです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担任の先生から】 

  運動会には競技だけでなく、応援や係の

仕事や練習での頑張りなど、いろいろな場

面で関わり方があり、それぞれの場所で全

員が参加できました。「全員主役」の運動会

が達成できたと思います。皆が笑顔で応援

できたことがしみじみと嬉しい、最高の思

い出になりました。ここからクラスがいっ

そう仲良くなって、一生の宝物になる素敵な 

クラスを作っていきましょう。 

今 

後 

の 

予 

定 

日 予   定 

９(月) 朝：生徒朝礼  ①「修学旅行班編成」  放：実行委員会 

１０(火) 【試験１週間前】  避難訓練  ※放チャレ（～17：00） 

１１(水) ⑤修学旅行係会    ※職員会議、再登校１６：１０ 

１２(木) ※放課後チャレンジ教室（～17：00） 

13(金) ④事前学習  ⑤⑥離任式  ※１７：００完全下校 

「宝物」 
 今年の運動会は、中学校最後の運動会だった。３年間の集大成として、クラスや学年の仲間

と全力でぶつかりあった。忘れられない１日だった。 

 私は応援団の副団長を務めた。応援団に入ったときは、やるなら本気でやりたいと思ってい

た。今回は今までより人数が多く、練習期間も短かったため、とても不安だった。運動会の２

週間前から放課後練習が始まった。声が枯れるまで叫び、何度も振付を確認し、団員たちと気

持ちをそろえていく日々。正直、苦しいという気持ちもあった。でも副団長として、仲間を引

っ張らなければいけないという責任感が私を前に進めてくれた。 

 本番当日。緊張と高揚感が入り混じる中、私たち応援団は全力でエールを送った。先生方、

保護者の方、瑞三の生徒が大きな拍手をしてくれたときは、涙が出そうになった。後から聞い

た話だが、涙を流していた人もいたらしい。応援がこんなにも心を動かすものだとは思わなか

った。 

 午後には綱引きがあった。私は色別の綱引き団長を務めていたので、人一倍勝ちたいという

気持ちがあった。瑞三には毎年、「リハーサルで勝った団は本番では絶対に勝てない」というジ

ンクスがあり、みんな不安を抱えていた。私たちのクラスはリハーサルで圧勝していた分、逆

に本番が怖かった。でも、私たちはジンクスを力で破った。全員が「絶対勝つ」という強い気

持ちで綱を引き、見事勝利をつかんだ。クラス中に喜びがわき、その瞬間、これまでの練習が

全て報われた気がした。 

最後の種目が終わり、運動会の幕が下りた時、達成感と同時にぽっかりと穴が開いたような寂

しさを感じた。「もうこの仲間、この学校で運動会をすることはないんだ」と思うと、自然に涙

があふれた。この運動会を通して、私は応援の力、仲間との絆、そして自分自身の成長を強く

感じることができた。応援団の副団長として過ごした日々、そしてジンクスを乗り越えて勝ち

取った綱引きの勝利は、私にとって一生の宝物だ。 

修学旅行に関する書類２点（「参加確認書」と「事前保健調査

票」）の締め切りを６月 10 日（火）に設定してあります。どう

ぞ、今一度ご確認ください。 


